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―ロシア時代の微分音作品とロシア未来派
Early microtonal conception of Ivan Wyschnegradsky:
his microtonal works in the Russian period and Russian Futurism
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	 	 	 	 Ivan	Wyschnegradsky	 (1893-1979)	was	a	composer	who	pursued	the	microtonal	music	
throughout	his	 life.	He	was	born	 in	Saint	Petersburg,	where	 the	Russian	Revolution	came	
to	occur	 in	1917,	and	he	went	out	 to	Paris	 in	1920.	While	his	microtonal	conception	had	






















指環》全曲を初めて聴いた 2。1911 年、18 歳となったヴィシュネグラツキーはサンクトペテルブ
ルク大学数学科に入学し、同時に和声のレッスンをニコライ・ソコロフ	Николай　Соколов
（1859-1922）に受け始め 3、その後対位法やオーケストレーションなどをソコロフのもとで学んだ。
翌年 1912 年には法律学科に入学し、1917 年に卒業した。
　この間、ソコロフのもとで、《宗教的で葬送的なアンダンテ	Andante	religioso	et	funèbre》（1912）4




















1918）も出席していた。また、翌年 1913 年にもパヴロフスクにて再演された。Там 　же,　с.　39,	41.
5	 	楽譜は現在散逸している。この作品は 1913 年にパヴロフスクで初演され、1916 年にはヤルタでアレクサンドル・オルロフ
Александр　Орлов（1873-1948）の指揮で再演された。Там 　же,　с.　40—41,	51.
















作品番号 作品名 作曲年 編成 微分音の使用の有無
op.1 L'Automne 1917 Bass-baritone,	Pf なし
op.2 Deux	préludes 1916 Pf なし






































られる 15。第２曲では、作品の最後の第 57 小節にのみ、四分音の音階的な使用がみられる。
※ 散逸した作品、作品番号がつけられていない作品を除く。 （Barthelmes, 1995 より作成）
13	自筆譜は現在、バーゼルにあるパウル・ザッヒャー財団 Paul	Sacher	Stiftung に所蔵されている。作品の初演はロシア時代には









　作品 6、作品 7 ともに、調的な和声のなかで、微分音が装飾音的、音階的に使用されていること
が特徴として挙げられる。
表２　《悲痛な調べとエチュード》作品 6	第１曲〈悲痛な調べ〉での微分音の使用























































構成された「三角形―芸術・心理的集団	Треугольник	–художественный 	 	 	-








1/4 音や 1/8 音もつかい、音を自由に選択して音楽にする。（クリビーン	2007:	101）
　ここでは、より自然の音に近づいた自由な音楽が提案され、そのなかで微分音が使われることが
述べられている。また、クリビーンは次のように述べている。
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